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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    
地理情報システム(GIS)の普及を妨げる障壁として，空間

データの整備コストが高価である点がしばしば指摘されて
いる．その解決策の一つとして統合型 GIS[1]の導入が挙げら
れる．統合型 GIS は，各部署で共通利用可能な空間データを
流通，共用し，空間データの整備費用の削減を図るとともに，
業務の効率化を意図するものである．一方，一昨年より国土
計画局[2]，昨年より国土交通省国土地理院[3]による空間デ
ータダウンロードサービスが開始され，より多くの空間デー
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タを容易に取得し利用できる環境が整いつつある．これらの
背景の下，ラスタデータ／ベクトルデータの区別や，縮尺お
よび時間の差異を問わず，多様な空間データの管理が大きな
問題となると考えられる． 
 この問題を解決するため，空間データを一元的に管理し，
ネットワーク経由で閲覧・取得可能なデジタルアースの研究
が行われるようになってきた[4][5][6]．しかし，従来の研
究の多くは様々な解像度を持つ衛星画像や分布図など，ラス
タデータのみを対象としたものであり，ベクトルデータや縮
尺，時間の差異を考慮し，一元的な管理を行うまでには至っ
ていない．そこで，我々は空間データ統合管理システム
EARTHFOLDER[7]の開発を進めている．本稿では国土地理院が
発行する縮尺の異なる数値地図25,000および数値地図2,500
のベクトルデータを対象とし，統合管理手法を検討した． 
 
2.2.2.2.    数値地図の特徴と管理上の問題点数値地図の特徴と管理上の問題点数値地図の特徴と管理上の問題点数値地図の特徴と管理上の問題点    
2.12.12.12.1    数値地図数値地図数値地図数値地図 25,00025,00025,00025,000の概要の概要の概要の概要    
数値地図25,000は地理情報標準[8]に準拠したXML形式の

データである．各地物に対して１つのXMLファイルが対応し，
書式は応用スキーマで定義されている．また，各地物を構成
する情報は，空間属性，時間属性，主題属性に大別すること
ができる． 
空間属性は，座標値を持つ segment と point，それらを参

照することで点，線，（接続）線を構成する node，curve，
edge の 5 要素からなり，それぞれ決められた書式に基づいて
記述される（図 1左）． 
時間属性は一部の地物（基準点など）でのみ記述されてお

り，開始時，終了時などについて記述される．また，主題属
性は地物に依存した記述項目からなる． 
2.22.22.22.2    数値地図数値地図数値地図数値地図 2,5002,5002,5002,500の概要の概要の概要の概要    
数値地図 2,500 に含まれる地物を規定する情報は，以下の

8種類のファイルにより構成されている[9][10]． 
• アークファイル (arc) 
• ポリゴンファイル (polygon) 
• 点ファイル (point) 
• 属性ファイル (attribute) 
• ノードファイル (node) 
• 接続関係ファイル (tie) 
• 建物ラスタファイル 
• 図葉記述ファイル 
ベクトルデータは，上記 8種のファイルのうち建物ラスタ

ファイルを除いた 7種で規定される．また，これら 7種につ
いても数値地図 25,000 と同様，空間属性，時間属性，主題
属性に分類することができる．空間属性のうち，point，node，
arc は座標値を持ち，それぞれ順に点，（接続）点，線を表
す．また polygon は複数の arc を参照することで面を，tie
は arc とその端点となる node の関係を表す（図 1右）． 
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図図図図 1111    空間属性構成要素空間属性構成要素空間属性構成要素空間属性構成要素    

（左）数値地図（左）数値地図（左）数値地図（左）数値地図 25,00025,00025,00025,000，（右）数値地図，（右）数値地図，（右）数値地図，（右）数値地図 2,5002,5002,5002,500    
Fig.1Fig.1Fig.1Fig.1    Components of Spatial AttributesComponents of Spatial AttributesComponents of Spatial AttributesComponents of Spatial Attributes    
 (Left) Digital Map 25,000, (Right) 2,500 (Left) Digital Map 25,000, (Right) 2,500 (Left) Digital Map 25,000, (Right) 2,500 (Left) Digital Map 25,000, (Right) 2,500 
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これら全てのファイルはカンマ区切りのテキスト形式で
記述されており，属性ファイル以外は地物に依存せず共通の
書式に従って記述されている． 
2.32.32.32.3    管理上の問題点管理上の問題点管理上の問題点管理上の問題点    
2.1，2.2 で述べたとおり，数値地図 25,000 と数値地図

2,500 の空間データ記述の構造および書式は異なる．そのた
め，両者を一元管理するためには，空間属性，時間属性，主
題属性の記述書式を統一し，共通のデータ構造で地物記述で
きるようにする必要がある． 

 
3. 3. 3. 3. 一元的な管理法の提案一元的な管理法の提案一元的な管理法の提案一元的な管理法の提案    
数値地図 25,000 および数値地図 2,500 の構造と書式を比

較したものを表 1 に示す．これより，数値地図 25,000 に面
データが含まれていない点を除けば，それぞれ対応するデー
タ項目が含まれていることが分かる．そこで，座標値と参照
先が明確に分かれ管理しやすい点，また地理情報標準に基づ
いているという観点から，数値地図 25,000 の管理形式を基
に数値地図 2,500 のデータも管理することを前提とし，以下
に示すような管理法を提案する． 

表表表表 1111    データの対応関係データの対応関係データの対応関係データの対応関係    
   Table 1   Table 1   Table 1   Table 1    Correspondence between Digital Map  Correspondence between Digital Map  Correspondence between Digital Map  Correspondence between Digital Map  

25,000 and 2,50025,000 and 2,50025,000 and 2,50025,000 and 2,500    
    

3.13.13.13.1    空間属性の管理空間属性の管理空間属性の管理空間属性の管理    
・点データ 
- 数値地図 2,500 の point ファイルを，数値地図 25,000

の point 形式で記述する． 
- 数値地図 2,500 の node ファイルの座標値を，数値地
図 25,000 の point 形式で記述する． 

- 数値地図 2,500 の node ファイルの座標値参照を，数
値地図 25,000 の node 形式として作成する． 

・線データ 
- 数値地図 2,500 の arc ファイルの座標値を，数値地図
25,000 の segment の形式で記述する． 

- 数値地図 2,500 の arc ファイルの座標値参照を，数値
地図 25,000 の curve 形式で作成する． 

・接続関係 
- 数値地図 2,500 の tie ファイルの arc，node 参照を，
数値地図 25,000 の edge 形式で記述する． 

・面データ 
- 数値地図2,500の polygonファイルを新たに管理する
ため，polygon テーブルを作成する． 

- 各 polygon を構成する curve を管理するため，
referenced curve テーブルを作成する． 

- 各 polygon の代表点を，数値地図 25,000 の point 形
式で記述する． 

 以上，数値地図 25,000 のデータ構造をベースに，面デー
タに関する記述部分を拡張したデータ構造により管理を行
うこととした（図 2）． 
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図図図図 2222    空間属性のデータ構造空間属性のデータ構造空間属性のデータ構造空間属性のデータ構造    

Fig.2Fig.2Fig.2Fig.2    Data Structure of Spatial AttributesData Structure of Spatial AttributesData Structure of Spatial AttributesData Structure of Spatial Attributes    
    

3.23.23.23.2    時間属性の管理時間属性の管理時間属性の管理時間属性の管理    
数値地図 25,000 での時間属性記述形式では，『開始時』，

『不確定な開始時』，『不確定な終了時』，『終了時』につ
いて記述可能である．一方，数値地図 2,500 では時間属性は
データ全体の『作成年月』のみである．つまりこの記述は，
『作成年月』以前に各地物は少なくとも存在していたことを
示している．そこで，数値地図 25,000 の時間属性記述形式
を採用し，数値地図 25,000 の『開始時』に数値地図 2,500
の『作成年月』を，『不確定な開始時』に『before』を記述
する．これにより，実際に地物が存在した時間位置は明確で
はないが，『作成年月』よりも前であることを示すことがで
きる． 
3.33.33.33.3    主題属性の管理主題属性の管理主題属性の管理主題属性の管理    
主題属性に関する記述項目は，数値地図 25,000 および数

値地図 2,500 ともに，道路，鉄道，街区といった地物項目に
依存する．そのため，すべての地物項目に対して統一的な記
述項目を規定することは困難であり，地物項目ごとに独立し
た項目を記述可能とした． 
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4. 4. 4. 4. システム構成システム構成システム構成システム構成    
3 章で述べた，縮尺の異なる 2 つの数値地図に対する同一
データ構造による管理法を，空間データ統合管理システム
EARTHFOLDER に実装した．本システムは，VIEWER 部と SERVER･
DB 部からなる（図 3）． 
VIEWER 部は，主に検索条件，表示法の指定などを行なう

システムウィンドウとその条件に合致するデータを表示す
るブラウジングウィンドウから構成される．システムウィン
ドウ部は検索機能，投影法などの表示法変換機能，地名など
の表示／非表示切り替え機能などが実装されている．一方，
ブラウジングウィンドウ部は，グラフィカルな検索範囲の指
定機能（図 4上），検索結果の一覧表示機能（図 4下）など
が実装されている． 
SERVER･DB部は，数値地図及びラスタ形式の空間データを，

VIEWER 部からの要求に応じて送信する．縮尺の異なる数値地
図 25,000 および数値地図 2,500 は，3 章で述べた管理法に基
づき SERVER･DB 部で管理されており，VIEWER 部からの検索依
頼に基づき，以下の手順でその条件に合致するデータを
VIEWER 部へ送信する（図 3）． 
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図図図図 3333    システム構成概略システム構成概略システム構成概略システム構成概略    

Fig.3Fig.3Fig.3Fig.3    Schema of System ConfigurationSchema of System ConfigurationSchema of System ConfigurationSchema of System Configuration    
    

 

   
図図図図 4444    検索範囲選択（上）と検索範囲選択（上）と検索範囲選択（上）と検索範囲選択（上）と検索結果（下）検索結果（下）検索結果（下）検索結果（下）    
Fig.4Fig.4Fig.4Fig.4    Select of Retrieval Area(Upper) Select of Retrieval Area(Upper) Select of Retrieval Area(Upper) Select of Retrieval Area(Upper)     
and the Rand the Rand the Rand the Retrieval Result(Lower)etrieval Result(Lower)etrieval Result(Lower)etrieval Result(Lower)    

(1) 【空間属性の場合】 
VIEWER 部で検索対象とする範囲の緯度経度を，地図上
での範囲（図 4上）もしくはプルダウンメニューで数値
指定し，検索要求を SERVER･DB 部に送る． 
【時間属性の場合】 
VIEWER 部で検索対象とする時間範囲を，スライドバー
もしくはプルダウンメニューで数値指定し，検索要求を
SERVER･DB 部に送る． 

(2) (3) SERVER･DB 部は検索依頼を受け，検索対象範囲に含
まれるベクトルデータを検索する SQL 文を生成し，DB
からデータを取り出す． 

(4) SERVER･DB部は検索結果をXML形式でVIEWER部に返し，
VIEWER 部は，検索結果をオーバーレイ表示する． 

 

5. 5. 5. 5. 実装結果・考察実装結果・考察実装結果・考察実装結果・考察    
縮尺の異なる空間データを統合管理する利点を確認する
ため，4章で述べたシステムに数値地図 25,000 および数値地
図 2,500 を実装した．それにより，以下に示す結果･知見を
得た．    
5.15.15.15.1    前提条件前提条件前提条件前提条件    
対象地域として，両数値地図がカバーする範囲であるとい

う観点から，千葉県浦安市を選定した．また，対象地物とし
て，数値地図 25,000 の道路および鉄道（線データ），数値
地図 2,500 の街区（面データ）とした． 
5.25.25.25.2    検索結果検索結果検索結果検索結果    
空間属性による検索条件を，浦安市を含む緯度経度範囲と

して表 2のように設定し検索を行なった結果，対象地域内の
全対象地物を得ることができた（図 4下）． 
検索結果の一部を表示したものを，図 5，図 6 に示す．こ

れらの画像は全て該当地域の衛星画像上に，数値地図 25,000
および数値地図 2,500 を重ね合わせて表示したものである． 
図 6 は今回の提案により縮尺の異なる数値地図 25,000 の

道路（図 5左）と数値地図 2,500 の街区（図 5右）を重ね合
わせたものであり，大縮尺の街区情報と小縮尺の道路情報を
重ねて表示することが可能である．具体的には，数値地図
2,500（図 5 右）の で囲まれた部分（浦安 IC）に，数値地
図 25,000(図 5 左)で記述されている浦安 IC の形が重ねて表
示されている（図 6中の 部）．このような表示を行なう場
合，従来は 2つのデータセットに別々にアクセスする必要が
あったが，数値地図 25,000 および数値地図 2,500 を統合管
理することで，同一の手順で検索し，表示することが可能で
あることを確認した． 
なお，数値地図 2,500 では格子状の線が表示されているが，

これは数値地図2,500において図葉の境界線が含まれている
ためである． 

経度範囲 東経 139°52′04.74″ 
～ 東経 139°56′39.62″ 

緯度範囲 北緯 35°36′39.62″ 
～ 北緯 35°40′24.77″ 

表表表表 2222    検索条件検索条件検索条件検索条件    
Table 2 Retrieval ConditionTable 2 Retrieval ConditionTable 2 Retrieval ConditionTable 2 Retrieval Condition 

5.35.35.35.3    考察考察考察考察    
今回提案したデータ構造を用いることで，詳細な情報が必

要な地物は大縮尺で，それ以外のものは小縮尺で表示するこ
とができる．全てを大縮尺で表示するとシステムの表示負荷
が大きくなるなどの問題があるが，本データ構造により必要 
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図図図図 5555    （左）数値地図（左）数値地図（左）数値地図（左）数値地図 25,00025,00025,00025,000 の浦安市道路の浦安市道路の浦安市道路の浦安市道路    

（右）数値地図（右）数値地図（右）数値地図（右）数値地図 2,5002,5002,5002,500 の浦安市街区（の浦安市街区（の浦安市街区（の浦安市街区（ ::::浦安浦安浦安浦安 ICICICIC））））    
Fig.5Fig.5Fig.5Fig.5    (Left) Digital Map 25,000 Roads and(Left) Digital Map 25,000 Roads and(Left) Digital Map 25,000 Roads and(Left) Digital Map 25,000 Roads and    

(Right) Digital Map 2,500 Blocks of Urayasu City(Right) Digital Map 2,500 Blocks of Urayasu City(Right) Digital Map 2,500 Blocks of Urayasu City(Right) Digital Map 2,500 Blocks of Urayasu City    
(((( :Urayasu Interchange):Urayasu Interchange):Urayasu Interchange):Urayasu Interchange)    

    

 
図図図図6666    数値地図数値地図数値地図数値地図25,00025,00025,00025,000と数値地図と数値地図と数値地図と数値地図2,5002,5002,5002,500の重ね合わせ結果の重ね合わせ結果の重ね合わせ結果の重ね合わせ結果    
Fig.6Fig.6Fig.6Fig.6    Result of Superposition of Digital Map 25,000 Result of Superposition of Digital Map 25,000 Result of Superposition of Digital Map 25,000 Result of Superposition of Digital Map 25,000 

and 2,500and 2,500and 2,500and 2,500    
な部分のみを大縮尺化することでシステム負荷を軽減しつ
つ，詳細な情報と広域の情報を同時に表示することが可能に
なった．そのため，異なる縮尺の空間データから各用途に応
じて最適な空間データの組み合わせを実現することができ
る．つまり，地物に対する必要な情報の詳細度が異なる様々
な業務（例えば詳細な街区情報を必要とする不動産管理業務
や詳細な道路情報を必要とする道路管理業務など）に対して，
同一のシステムを利用することができる．その結果，情報の
把握が容易になるというユーザインターフェース面でのメ
リットだけでなく，データ管理の効率化などの運用面でのメ
リットも期待できる．なお，位置精度・誤差は縮尺に依存す
るため，異なる縮尺の空間データを同時に表示した場合，ど
のように位置精度，誤差を取り扱うかについては今後解決が
必要な課題であると言える． 
 

6. 6. 6. 6. まとめまとめまとめまとめ    
本稿では縮尺の異なる数値地図 25,000 および数値地図

2,500 を対象に，空間データの統合管理法を提案した．まず
2 つの数値地図における空間属性，時間属性，主題属性のデ
ータ構造および対応関係を明示した．そして，数値地図

25,000 のデータ構造に基づいて統合管理のためのデータ構
造を検討し，我々の開発している空間データ統合管理システ
ム EARTHFOLDER に実装した．最後に，異なる縮尺の統合管理
および重ねあわせ表示の実現を確認した． 
今後，縮尺に依存する誤差の取り扱い方法に関する検討，

および対象とするベクトルデータを数値地図以外のものに
広げた統合管理方法の検討を行なっていく予定である． 
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